From Commercial Credit to Bank Credit by 岡本 悳也
- 1ー
商業信用から銀行信用への展開
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第一段階 第二段階 第三段階 合計
預 金 100 90 81 ・・・・・・・・・＝ 1, 000 
支払準備 10 9 8.1 ・・……・＝ 100 
























































































































孝俊・川合一郎他編『証券経済講座』 l，東洋経済新報社， 1968年， 13ペー ジ。）
このような商業預金銀行の，「貸出先行の特異な方式」は 管理通貨制度下の日本
銀行のピへイピアを前提にして可能なのであり 商業預金銀行の一般理論としてでは
なしヨ。論理的，歴史的次元が混同されてはならない。商業預金銀行本来の性格からす
れば，貸出の預金に対する先行がいかに限定的であり，その場合でも，結局預金によ
る補完が必須で、あり，銀行の本質が預金一貸付にあることを否定しうるものでないこ
とは本論で強調した。そうであればこそ，中央銀行，金融市場，管埠通貨制度へと上
向せざるをえないのであり，中村教授の指摘されるような事態は国家独占資本主義段
階の信用制度の実体としては必ずしも異常ではなくなるのである。
(5）銀行信用は資本制社会の内在的形態として，理論構成されるべきであり，決っして
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近代的銀行の歴史的生成を理論化するものであってはならない。歴史的には，自己資
本を現金形態で貸付ける高利貸資本と区別される銀行としては 二通りの型が資本制
社会に先行して存在したと思われる。一つは，預金一貸付を現金形態で媒介する金匠
であり，いま一つは，初期のイングランド銀行に代表されるように，もっぱら自己資
本を基礎に発券によって貸付をなす型である。いずれも 貸付によって無準備の債務
を負う＝信旧創造をする点に於て，高利貸資本とは峻別されねばならない。そしてい
ずれの型も，預金を基礎に債務形態での貸付をなす近代的銀行へと転成するのである。
しかも近代的銀行が近代的である所似は，それが産業資本の運動を媒介，促進する資
本；jl］社会の内在的形態であるからである。形態的には資本制社会に先行して近代的な
らざる銀行は存在するのである。いわんや，預金に基礎をおくことなく，もっぱら自
己資本によって発券をなす者を近代的銀行と規定する見解は疑問である。
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